
国立大学法人横浜国立大学の役職員の報酬・給与等について（令和７年度）

Ⅰ 役員報酬等について

1 役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ②  令和７年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
実績を含む。）

③ 役員報酬基準の内容及び令和７年度における改定内容

役員報酬支給基準は、月額及び期末手当から構成されている。月額については、国
立大学法人横浜国立大学役員給与規則に則り、俸給月額（979,000円（12月からは
1,006,000円））に地域手当（137,060円（12月からは140,840円））を加算して算出してい
る。期末手当についても、同規則に則り、期末手当基準額（俸給月額＋地域手当＋俸
給月額×１００分の２５＋俸給月額及び地域手当の月額に１００分の２０の割合を乗じて
得た額）に６月に支給する場合においては１００分の１７２．５、１２月に支給する場合に
おいては１００分の１７５を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の
在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。

なお、令和７年度では、給与法指定職に準拠した期末手当支給率が年換算で月間
給与の３．４７５月分となった（前年度から年間０．０５ヶ月分引き上げ）。

法人の長と同様の規則に基づき支給しており、副学長を兼ねる理事の俸給月額は
829,000円（12月からは852,000円）、地域手当は116,060円（12月からは119,280円）と、
副学長を兼ねない理事の俸給月額は716,000円（12月からは736,000円）、地域手当は
100,240円（12月からは103,040円）と定めている。なお、令和７年度では、給与法指定
職に準拠した期末手当支給率が年換算で月間給与の３．４７５月分となった（前年度か
ら年間０．０５ヶ月分引き上げ）。

国立大学法人横浜国立大学では平成１６年の国立大学法人化より、文部科学省国立大学法人評価
委員会が行う業績評価の結果及び当該役員の在職期間における業績等を勘案し、学長がその職務実
績に応じ、期末手当額を１００分の１０の範囲内で増減することができると規定している。

非常勤である役員の報酬支給基準は、月額給与のみで構成されており、その俸給月
額は当該役員の勤務形態等を考慮して学長が定めることとしている。

法人の長と同様の規則に基づき支給しており、俸給月額は716,000円（12月からは
736,000円）、地域手当は100,240円（12月からは103,040円）と定めている。なお、令和
７年度では、給与法指定職に準拠した期末手当支給率が年換算で月間給与の３．４７
５月分となった（前年度から年間０．０５ヶ月分引き上げ）。

非常勤である役員の報酬支給基準は、月額給与のみで構成されており、その俸給月
額は当該役員の勤務形態等を考慮して学長が定めることとしている。

国立大学法人横浜国立大学の主要事業は教育・研究事業である。役員報酬水準を検討するにあたっ
て、他の国立大学法人、国家公務員、類似事業を実施している民間法人や独立行政法人等のほか、国・
地方公共団体が運営する教育・研究機関のうち、常勤職員数（本学約1,000人）や教育・研究事業で比較
的同等と認められる、医学系学部を有さない国立総合大学等を参考とした。
(1) 国立大学法人埼玉大学･･･当該法人は、医学系学部を有さない同じ国立大学法人として教育・研究事
業を実施している（常勤職員数約750人）。公表資料によれば、令和６年度の長の年間報酬額は
19,648,000 円であり、公表対象年度の役員報酬規程に記載された本俸額等を勘案すると、19,692,000円
と推定される。同様の考え方により、理事（常勤）については14,975,000 円、理事(非常勤)については、
2,160,000円、監事（常勤）については14,280,000 円、監事（非常勤）については2,160,000円と推定される。
(2) 事務次官年間報酬額･･･23,235,000 円
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２ 役員の報酬等の支給状況
令和７年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

19,150 11,856 5,580
1,659

54
（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

16,433 10,040 4,726
1,405

261
（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

12,937 8,672 2,683
1,214

368
（地域手当）
（通勤手当） 4月1日

千円 千円 千円 千円

14,486 8,636 4,082
1,209

558
（地域手当）
（通勤手当） 3月30日 ◇

千円 千円 千円 千円

1,800 1,800 0 （通勤手当） 4月1日

千円 千円 千円 千円

1,886 1,800 86 （通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

14,357 8,672 4,082
1,214

388
（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

1,830 1,800 30 （通勤手当）

３ 役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】

法人の長

A監事

B監事
（非常勤）

E理事
（非常勤）

注１：「地域手当」とは、民間における賃金、物価及び生計費が高い地域に在勤する役員に支給されているものである。
注２：「前職」欄の「◇」は役員出向者であることを、「＊」は退職公務員であることを、「※」は独立行政法人等の退職者

であることを、「＊※」は退職公務員でその後独立行政法人等の退職者であることを示す。
注３：総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。

D理事
（非常勤）

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

C理事

法人の長

A理事

B理事

前職

国立大学法人横浜国立大学は、建学以来の理念（実践性、先進性、開放性、国際
性）に加え、一人一人の在り方を尊重し合う多様性を基本的な精神とし、常に世界水準
の研究を育みつつ、地域の諸課題に柔軟かつ機動的に対応して新たな「地方の時代」
を牽引するとともに、地球規模の課題解決に向け光彩を放ちうる「知の統合型大学」とな
ることを目指し、学長のリーダーシップの下、多様な学術知・実践知を動員し、自治体、
産業界、市民等の多様なステークホルダーと国内外を問わず分野を越えてオープンに
連携することで、新たな社会・経済システムの構築やイノベーションの創出・科学技術の
発展において中心的な役割を果たすべく、様々なミッションに取り組んでいる。

このような中で、学長は、教職員数約1,000名（常勤）の法人の代表として、その業務を
総理するとともに、校務を司り、所属教職員を統督して、経営責任者と教学責任者の職
務を同時に担っている。

学長の年間報酬額は、人数規模が同規模である民間企業の役員報酬約3,600万円と
比較した場合、これを大きく下回っており、また、事務次官の年間給与額約2,300万円と
比べても下回るものとなっている。

本学では、学長の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸給月額
を踏まえて決定しているが、学長の職務内容の特性は上記のとおり法人化移行前と同
等以上であると言え、これまでの各年度における業績評価の結果を勘案したものとして
いる。

これは、他の医学系学部を有さない国立総合大学の長の報酬水準と同水準となって
いる。

こうした職務内容の特性や上記の比較を踏まえると、報酬水準は妥当であると判断し
ている。
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理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

４ 役員の退職手当の支給状況（令和７年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

法人での在職期間

法人の長

理事

監事
（非常勤）

理事
（非常勤）

監事

注：「前職」欄の「◇」は役員出向者であることを、「＊」は退職公務員であることを、「※」は独立行政法人等
の退職者であることを、「＊※」は退職公務員でその後独立行政法人等の退職者であることを示す。

国立大学法人横浜国立大学には３名の理事(常勤)がおり、学長のリーダーシップの
下、それぞれが総務・評価・人事担当、産学公及び法人外組織戦略担当、施設マネジ
メント・リスク管理・特命事項担当として学長を補佐し、法人の業務を掌理している。

本学では、理事(常勤)の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職俸給表の俸
給月額を踏まえて決定しているが、理事(常勤)の職務内容の特性は上記のとおり法人
化移行前と同等以上であると言え、これまでの各年度における業績評価の結果を勘案
したものとしている。

理事(常勤)の年間報酬額は他の医学系学部を有さない国立総合大学の理事(常勤)
の報酬水準と同水準となっている。

こうした職務内容の特性や上記の比較を踏まえると、報酬水準は妥当であると判断し
ている。

国立大学法人横浜国立大学には１名の監事（常勤）がおり、本学の業務全般につい
ての監査を行っている。

監事(常勤)の報酬支給基準は、他の医学系学部を有さない国立総合大学の監事（常
勤）の報酬水準と同水準となっている。

こうしたことから、報酬水準は妥当であると判断している。

国立大学法人横浜国立大学には２名の理事(非常勤)がおり、学長のリーダーシップ
の下、それぞれが経営戦略・特命担当、法務・コンプライアンス担当として学長を補佐
し、法人の業務を掌理している。

理事(非常勤)の報酬支給基準は月額給与のみで構成されており、この俸給月額は、
他の医学系学部を有さない国立総合大学の理事（非常勤）の報酬水準と同水準となっ
ている。

こうしたことから、報酬水準は妥当であると判断している。

国立大学法人横浜国立大学には１名の監事（非常勤）がおり、本学の業務全般につ
いての監査を行っている。

監事(非常勤)の報酬支給基準は月額給与のみで構成されており、この俸給月額は、
他の医学系学部を有さない国立総合大学の監事（非常勤）の報酬水準と同等の水準
以下となっている。

こうしたことから、報酬水準は妥当であると判断している。

職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法人、民
間企業等との比較などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。
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５ 退職手当の水準の妥当性について
【法人の判断理由等】

区分

【文部科学大臣の検証結果】

６ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

該当者なし

該当者なし監事

監事
（非常勤）

判断理由

該当者なし

該当者なし

該当者なし理事
（非常勤）

法人の長

理事

国立大学法人横浜国立大学では平成１６年の国立大学法人化より、文部科学省国立大学法人評価
委員会が行う業績評価の結果及び当該役員の在職期間における業績等を勘案し、学長がその職務実
績に応じ、期末手当額を１００分の１０の範囲内で増減することができると規定している。

今後も外部評価の実績等に基づいて増減措置ができるよう、本制度を継続していく。

該当なし
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Ⅱ 職員給与について
１ 職員給与についての基本方針に関する事項

③  給与制度の内容

④  給与制度の令和７年度における主な改定内容

２ 職員給与の支給状況等

① 常勤職員の数

注：常勤の在外職員、任期付職員及び再雇用職員を含む全ての常勤職員の総数

① 職員給与の支給水準の設定等についての考え方

② 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
の仕組み及び導入実績を含む。）

全常勤職員（令和８年４月１日時点）： １，０３７人

うち同一の職種等により通年で給与が支給された職員（対象常勤職員）： ８３４人

国立大学法人横浜国立大学の職員の給与水準を検討するにあたって、他の国立大学法人等、
国家公務員のほか、令和７年度職種別民間給与実態調査によるデータのうち、企業規模別（本学
約1,000人）・職種別平均支給額を参考にした。
(1) 国立大学法人埼玉大学･･･当該法人は、医学系学部を有さない同じ国立大学法人として教育・
研究事業を実施しており、法人規模についても同等（常勤職員数約750人）となっている。
(2) 国家公務員･･･令和７年４月現在において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給与
月額は414,480 円となっており、全職員の平均給与月額は424,979円となっている。
(3) 職種別民間給与実態調査において、当該法人と同等の規模や職種の４月の平均支給額は
514,000円となっている（本学職員の職種別平均年齢をもとに比較）。

なお、運営費交付金の人件費総枠の中及び員数により教職員の人件費管理を行い、その枠組
みの中で適切な人員配置に努め、また、各教職員に対し業績評価に基づいたインセンティブとして、
勤務成績に応じた5段階に区分された昇給及び勤勉手当を活用することとしている。

運営費交付金の人件費総枠の中及び員数により教職員の人件費管理を行い、その枠組みの中
で人事評価又は教育研究業績等を踏まえ、業績給に当たる勤勉手当の成績率の判定を行ってい
る（個人ごとの勤勉手当額は年間給与総額に対して約12％)。当法人においては、法人設立の平
成１６年度から本制度を導入し、月給制の職員全員が対象となっている。

また、業績評価に基づく年俸制を適用する教育職員（大学教員）については、平成２７年度から
月例給の一部に業績給相当分を含む年俸制度を導入し運用を続ける一方、令和２年度からは業
績給を月例給とは別に支給する新たな年俸制度を導入し、以降の新規採用者に対しては原則とし
てこの制度を適用している。

国立大学法人横浜国立大学教職員給与規則に則り、俸給及び諸手当（扶養手当、地域手当、
住居手当、通勤手当、単身赴任手当、初任給調整手当、特殊勤務手当、超過勤務手当、義務教
育等教員特別手当、宿日直手当、管理職手当、大学院手当、特別支援学校教員手当、クロスアポ
イントメント手当、研究代表者手当）及び賞与（期末手当及び勤勉手当）としている。

期末手当については、期末手当基準額（俸給＋扶養手当＋大学院手当＋特別支援学校教員手
当＋地域手当等）に６月に支給する場合においては１００分の１２５、１２月に支給する場合におい
ては１００分の１２６．２５を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間に
応じた割合を乗じて得た額としている。

勤勉手当については、勤勉手当基準額（俸給＋大学院手当＋特別支援学校教員手当＋地域手
当等）に勤勉手当に関する取り扱い要項に定める基準に従って決定される割合を乗じて得た額とし
ている。

令和７年度では、給与法等の改正に準拠した改定として、令和７年１２月１日付けで①俸給表の改
定（平均＋3.3％）、②期末手当支給割合の引き上げ（年間0.025月分）、③勤勉手当支給割合の引
き上げ（年間0.025月分）を実施した。

なお、地域手当の改定は行っていない。
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② 職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

639 48.4 9,041 6,433 178 2,608
人 歳 千円 千円 千円 千円

232 44.7 6,590 4,762 163 1,828
人 歳 千円 千円 千円 千円

310 54.2 11,308 7,958 194 3,350
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

22 38.8 7,920 5,765 158 2,155
人 歳 千円 千円 千円 千円

75 38.4 7,579 5,494 164 2,085
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

11 63.5 3,970 3,345 219 625
人 歳 千円 千円 千円 千円

11 63.5 3,970 3,345 219 625
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

7 53.8 5,427 3,932 207 1,495
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 56 4,277 3,092 176 1,185
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 50.8 6,961 5,054 249 1,907
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

注1：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再雇用職員を除く。
注2：以下の区分及び職種は、該当者がいないため省略する。

・常勤職員のうち医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）
・在外職員
・任期付職員
・再雇用職員のうち教育職種（大学教員）、医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）
・非常勤職員のうち医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）

注3：「技能・労務職種」とは、調理師、自動車運転手、用務員等を指す。
注4：「教育職種（附属高校教員）」には、附属特別支援学校教員を含む。
注5：以下の区分及び職種については該当者がそれぞれ1人のため、当該個人に関する情報が

特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、全体の数値からも除外している。
・常勤職員のうち技能・労務職種及びその他医療職種（看護師）
・再雇用職員のうち技能・労務職種
・非常勤職員のうち技能・労務職種及びその他医療職種（看護師）

注6：「年間給与額」は、時間外手当を除く給与の額

非常勤職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

その他医療職種
（看護師）

技能・労務職種

区分

その他医療職種
（看護師）

うち賞与うち所定内

教育職種
（附属高校教員）

平均年齢
令和７年度の年間給与額（平均）

常勤職員

技能・労務職種

再雇用職員

総額

技能・労務職種

人員

教育職種
（附属義務教育学校教員）

事務・技術

事務・技術

教育職種
（大学教員）
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〔年俸制適用者〕

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

141 42.2 8,919 6,649 191 2,270
人 歳 千円 千円 千円 千円

141 42.2 8,919 6,649 191 2,270

人 歳 千円 千円 千円 千円

40 48.6 6,675 6,675 100 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

5 63.1 4,381 4,381 190 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

35 46.5 7,002 7,002 87 0

注： 以下の区分及び職種は、該当者がいないため省略する。
・常勤職員のうち事務・技術、医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）
・在外職員
・任期付職員のうち医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）
・再雇用職員
・非常勤職員

区分 人員 平均年齢
令和７年度の年間給与額（平均）

総額
うち所定内 うち賞与

常勤職員

教育職種
（大学教員）

任期付職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）
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③

注１：②の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

注2：教育職員（大学教員）の年齢３６～３９歳の該当者は２名であるため､当該個人に関する情報が特定される
 おそれのあることから、年間給与については表示していない。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）)〔在外職員、任期付職員、
再雇用職員及び年俸制適用者を除く。以下、⑤まで同じ。〕
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④

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

代表的職位

部 長 6 54.7 10,454

課 長 22 54.3 8,732

副課長 25 53.3 7,349

係 長 88 47.3 6,571

主 任 39 41.6 5,560

係 員 52 33.5 4,951

注： ・「課長」には課長相当職である「事務長」を含む。

・「副課長」には、副課長相当職である「副事務長」、「専門員」及び「技術専門員」を含む。

・「係長」には、係長相当職である「専門職員」及び「技術専門職員」を含む。

（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

代表的職位

教 授 227 55.2 11,845

准教授 62 49.8 9,539

講 師 7 58.1 8,779

助 教 4 59.3 7,574

助 手 10 52.4 7,336

注：

平均年齢
分布状況を示すグルー

プ

千円

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

（最高～最低）
人員

年間給与額

5,908～4,288

11,203～9,579

9,696～7,321

8,196～5,427

7,446～5,157

7,065～4,814

千円

20,486～9,023

10,746～8,694

9,425～8,384

～

分布状況を示すグルー
プ

人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

・「助教」の該当者は4人のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、年間給与額の「最
高給与額」及び「最低給与額」については記載していない。

7,543～6,993
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⑤

（事務・技術職員）

夏季（６月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

53.4 52.8 53.1

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 46.6 47.2 46.9

％ ％ ％

         最高～最低 57.3～42.8 57.2～31.3 57.3～40.0

％ ％ ％

54.4 54.5 54.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.6 45.5 45.6

％ ％ ％

         最高～最低 51.2～42.0 51.2～34.8 51.2～40.1

（教育職員（大学教員））

夏季（６月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

51.8 51.7 51.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 48.2 48.3 48.2

％ ％ ％

         最高～最低 57.1～43.5 57.2～43.6 57.1～43.6

％ ％ ％

54.3 54.2 54.2

％ ％ ％
査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.7 45.8 45.8

％ ％ ％

         最高～最低 53.5～42.2 53.5～42.3 53.5～42.3

一般
職員

一律支給分（期末相当）

賞与（令和７年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員
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３ 給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案 ８６．４
・年齢・地域勘案 ８７．３
・年齢・学歴勘案 ８５．１
・年齢・地域・学歴勘案 ８６．８
（参考）対他法人 １００．６

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標 １０６．４

講ずる措置

項目

給与水準の妥当性の
検証

内容

国に比べて給与水準が
高くなっている理由

今後も国家公務員の給与水準を考慮し、社会一般の情勢等を勘案した
適切な給与水準の維持に努める。

対国家公務員
指数の状況

注：上記比較指標は、法人化前の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、令和７年度の
教育職員（大学教員）と国の行政職（一）の年収比率を比較して算出した指数である。

（法人の検証結果）
上記のとおり対国家公務員指数はいずれも100未満であり､以下に示

す本学の財務状況及び職員構成等並びに前述の本学と同様に医学系
学部を有さない国立総合大学の給与水準や本学と同等の規模や職種
の民間企業の給与水準を勘案すると適切な給与水準であると判断して
いる。

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合45.8％】
（国からの財政支出額9,492百万円、支出予算の総額20,745百万円：令
和７年度予算）
【累積欠損額0円（令和６年度決算）】
【管理職の割合12.1％（常勤職員数232名中28名）】
【大卒以上の高学歴者の割合82.9％（常勤職員数228名中189名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合38.4％】
（支出総額20,707百万円、給与・報酬等支給総額7,943百万円：令和６
年度決算）

（文部科学大臣の検証結果）
法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従

業員の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められて
おり、国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理性及び妥
当性について、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人
改革等に関する基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））

当該法人は、国家公務員の給与、他の国立大学法人の給与及び民
間企業の従業員の給与等を総合的に勘案したうえで、職員の給与水準
を設定しており、法人における給与水準の妥当性の検証結果から、適切
な対応が執られていると考える。引き続き、適切な給与水準の設定に努
めていただきたい。
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４ モデル給与

５ 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ 総人件費について

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

注２：「非常勤役職員等給与」においては、寄附金、受託研究費その他競争的資金等により雇用される職員に

係る費用及び人材派遣契約に係る費用等を含んでいるため、財務諸表附属明細書の「18 役員及び教職員

の給与の明細」における非常勤の合計額と一致しない。

福利厚生費

注１：中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載する。

最広義人件費
12,203,410 12,391,987 12,706,22711,803,806

1,426,245 1,440,633 1,481,353 1,530,959

非常勤役職員等給与
1,926,629 2,059,131 2,297,781 2,414,166

退職手当支給額
878,755 543,100 669,557 566,034

区 分

給与、報酬等支給総額
7,971,780 7,760,940 7,943,294 8,195,066

事務・技術職員

（扶養親族がいない場合）

○ ２２歳（大卒初任給）※22歳のみ地域手当を含めず算出

月額 232,000 円 年間給与 3,596,000 円

○ ３５歳（主任）

月額 324,400 円 年間給与 5,412,000 円

○ ５０歳（課長）

月額 542,000 円 年間給与 9,058,000 円

※ 扶養親族がいる場合には、ひと月あたり扶養手当（配偶者3,000円(一般職７

級以下の者）、子１人につき11,500円）を支給

教育職員(大学教員)

（扶養親族がいない場合）

○ ２７歳（博士修了初任給）

※ 年俸制適用者のみのため省略

○ ３５歳（准教授）

月額 475,900 円 年間給与8,287,000 円

○ ５０歳（教授）

月額 594,200 円 年間給与10,490,000 円

※ 扶養親族がいる場合には、ひと月あたり扶養手当（配偶者3,000円(大学教員

４級以下の者）、子１人につき11,500円）を支給

月給制の教職員に対して、業績給に当たる勤勉手当の成績率の判定を行って
いる(個人ごとの勤勉手当額は年間給与総額に対して約12％)。

また、業績評価に基づく年俸制を適用する教育職員（大学教員）については、平
成２７年度から月例給の一部に業績給相当分を含む年俸制度を導入し運用を続
ける一方、令和２年度からは業績給を月例給とは別に支給する新たな年俸制度を
導入し、以降の新規採用者に対しては原則としてこの制度を適用している。
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総人件費について参考となる事項

Ⅳ 定年制度及び60歳以上の職員の給与制度

Ⅴ その他

給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の増減の要因について
・給与、報酬等支給総額 対前年度比 3.2％増

人事院勧告に準拠して俸給表改定や期末・勤勉手当支給率の引上げがあったことなどによ
る。

・最広義人件費 対前年度比 2.5％増
上記による給与、報酬等支給総額の増加に加え、これに伴う非常勤職員（常勤職員の俸給

表
に連動して給与単価が改定）の給与増などによる。

特になし

事務・技術職員、教育職員（大学教員）の定年年齢は６５歳である。
なお、事務・技術職員については、令和５年６月に定年年齢を６０歳から６５歳に引き上げた。定

年年齢の引上げに伴い、事務・技術職員については、６０歳に達した管理監督職の職員は非管
理監督職に降任する制度を設けているほか、職員の基本給について６１歳に達する年度から７割
水準とすることとした。
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